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I. はじめに 
Ａ. 研究の背景 
 出版不況を背景とし，出版・報道関係者によっ

て繰り返される図書館批判は，2000 年前後，津

野海太郎，林望の論考を起点として語られること

が多い 1。「自然発生した問題ではない。もっと先

までに遡れるはずだ」という大手取次出身の教員

との会話から着想を得て，図書館と出版の両業界

を対象に，利害関係者たる出版・報道関係者が

図書館に対して過去行った発言内容をまとめた

既往文献の予備調査を行った。 
 その結果，2000 年以降は様々な角度から文献

レビュー，文献リストが作成された 2ことから，把握

は容易であるが，1999 年以前を遡るには十分と

は言えない状態にあることが分かった。 
 戦後から 1980 年までは，伊藤松彦 3と瀬島健

二郎 4により，かなり詳細なリストが作成されている。

問題は 1981 年から 1999 年までで，日本図書館

研究会誌「図書館界」の 3 回のレビュー，200号と

250 号で瀬島が行ったレビュー5は図書館関係者

から眺め見た出版流通の観点で文献採取が行わ

れたこと（出版関係者は 72 件中 3 件，33 件中 1
件），告知された 300 号（対象 1993～1999）は未

掲載となり，さらに日本出版学会誌「出版研究」に

掲載された古山悟由による 1990 年代出版関係

雑誌文献目録 6には図書館の項目設定がなかっ

た。以上から，図書館と出版は共に類縁領域にあ

りながら，その重なる部分の発言内容の把握につ

いて，お互いに意識されなかった期間がある。そ

こに今回の研究の意義を見出した。 
Ｂ. 本研究の目的 
 1960 年から 2017 年 9 月までの 57 年間に出

版・報道関係者（作家，出版社／取次／書店関

係者，ジャーナリスト，記者等）が発言した提言・

意見を対象とした，①文献把握，②傾向分析と検

索のための観点分類，③全体傾向の把握と遡り，

④図書館側の対応確認，以上 4 点を課題とした。 
Ｃ. 調査方法 
１. 研究方法 
文献研究を行う。紙資料（図書，雑誌，新聞）に

掲載された OB や OG を含む出版・報道関係者

の論文，エッセイ等の記述に，図書館（大学含む）

に対して，すべし，必要である，いけない，望む等

の主張，他者意見への賛同等が認められる文献

を，既存の文献リストとレビューを活用した芋蔓式

文献探索法と書棚でのブラウジングを中心とし，さ

らに 1954～1989 を対象とする『図書館・読書・出

版界データベース集成』（金沢文圃閣）を利用し

て採取した。ネット発祥の文章であっても，紙資料

に収録出版された時点の出版月で採取した。 
２．観点分類方法 
 発言内容を分類する観点は，大項目を 3 つ，中

項目を 18 個とした（第 1 表）。大項目はⒶ批判的

（第 1 表の中項目 A1～A6），Ⓑ過激で攻撃的

（B1～B4），Ⓒ調和的（C1～C8）の 3 つである。 
なお，文献中に出現する個人の全主張をカウ

ントするので 1文献（一人，1件）1観点ではない。 
Ⅱ. 調査結果 
Ａ. 全体の発言件数 
 1960 年から 219 人，合計 488 の発言件数（発

言例）を採取した（第 1 表）。但し，対談，鼎談，座

談，シンポジウム等，複数の人数が発言する文献

は，有効発言者で文献を分けカウントしている（実

際の物理的な文献数は「438」である）。 
Ｂ. 媒体及び個別タイトル 
 掲載対象資料 87 種（書籍は 1 種とカウント）か

ら，採取媒体別の件数は，書籍（139 例），図書館

業界誌（122 例），メディア雑誌（26 例），出版業

界紙（23 例），出版業界誌（23 例）と続く。  



【第 1 表】 出版・報道関係者の発言 

 

個別タイトルでは，1974 年から始まった出版と

図書館の公的な議論の分科会の記録を含む『全

国図書館大会記録』から 50 例，図書館員と出版

業界関係者の往復書簡，作家の図書館エッセイ

（主張ありのみ採取）が毎号連載されていた図書

館業界誌「図書館の学校」から 46 例，「図書館雑

誌」から 25 例，出版業界紙「新文化」から 23 例と

続く。総合月刊誌は 15 例，文芸誌 14 例である。 
Ｃ． 発言者 
 発言者の属性は，編集者延 137 人，著作家（作

家等）延135人，出版社関係者（社長等）延60人

の順となっている。発言者は，松本功（出版社社

長）29 例，紀田順一郎（評論家，作家）16 例，小

林一博（出版評論家）15 例，津野海太郎（編集者

後大学教授）15例，の順となっている。ここに挙げ

た 4 人は物言う図書館の良き理解者である。発言

数最多の松本は，著作権及び専門書冷遇に対す

る図書館の姿勢には極めて批判的だが，「税金を

使う図書館から税金を作る図書館へ」7の言葉のも

と図書館のビジネス支援の確立に助力した。 
1 文献（例）で多数の主張をしたのは楡周平で，

8 つの観点から論じた 8。次に多いのが 6 つの観

点で述べた楡を含む 4 人（5 例）いる。 
Ⅲ. 議論の内容の特徴 
Ａ. 全体的特徴 

全 488 例をグラフにした結果，1975 年と 2000
年をピークとする 2 つの山（時期），2010 年以降

に別の山が認められる（第 1図）。第 1期と第 2 期

には，議論の高まりにより，日本書籍出版協会が，

1976 年に「図書館への出版流通に関する調査」

を，2003 年に「公立図書館貸出実態調査」（日本

図書館協会も主体者）を行った。 

 
【第 1 図】 発言件数の推移 
 

1960 年代は，巖谷大四（書評紙編集長）の発

言「図書館そのものに，何を望むことは今思いつ

かない」9が象徴するように多くはないが，出版業

界の重鎮・布川角左衛門は「風通しをよくし，相通

ずる綜合的な構想や対策を立てるべき」10である

と発言し，以後 1970 年代に 5 回に渡り行った提

言は，両者の橋渡しに大きな役割を果たした。 
1971 年に日本書籍出版協会図書館連絡委員

1960s 萌芽 8 2 2 2 1 2 2 3 1 1
1970s 協働 90 19 1 14 16 4 6 43 18 11 9 14 19 7
1980s 摩擦 37 18 1 2 6 2 1 9 3 6 4 11 5
1990s 軋轢 45 20 4 8 10 1 5 8 12 10 4 12 6 2 3
2000s 確執 211 72 23 36 38 4 9 3 12 14 36 32 59 46 11 60 4 1 9
2010s 不和 97 41 10 17 17 3 2 11 1 3 18 34 15 7 28 2 1 10
総計 488 172 40 62 83 8 38 3 23 15 44 66 159 94 39 116 37 29 30

35% 8% 13% 17% 2% 8% 1% 5% 3% 9% 14% 33% 19% 8% 24% 8% 6% 6%
16% 4% 6% 8% 1% 4% 0% 2% 1% 4% 6% 15% 9% 4% 11% 3% 3% 3%
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会の設立を契機に 1970 年代は疎遠であった図

書館と出版両業界が協働・連携した（C2）時代と

なった。出版流通の改善により発言件数が減少し

たものもある（A6,C6,C7）。発言者が異口同音に

「図書館は変わった」と書いているのが印象的で

ある。一方，図書館活動方針（A1）と人材・予算増

（C3）はどの時代も一定数認められ，不況時に良

書購入への期待（A4）の発言が増える傾向がある。 
1990 年代から徐々に，貸出（A2）や予約・複本

購入（A3）への発言が増え，2000 年代に入って

から権利侵害への異議と賠償補償要求の論議

（B3,B4）が加わり，2010 年代以降は，貸出猶予

期間設定（B2）に議論の中心が遷移した。 
Ｂ． 発言者 

1960～1970 年代にかけては，日本書籍出版

協会関係者，布川，小林，紀田，清水英夫（法学

者，編集者，後に大学教員）等，発言者が固定さ

れた傾向がある（98例中 12人で 43例・約 44％）

が，それ以降は多種多様な関係者が，百家争鳴

の議論を繰り広げた。特に 2000 年前後（第 2 期）

の件数激増は，出版・報道関係者が図書館に発

言可能な場として，雑誌「季刊本とコンピュータ」

（1997-2005）と「図書館の学校」（2000-2007）が
存在した（両者で 59 例。全体の約 12％）ことも一

要因であるが，第 3 期にその種の雑誌はない。 
Ｃ．強い表現が使用された批判例 
本研究の原点となった 2000 年以前の強い批

判の遡りはどこまで可能なのか。「無料貸本屋」の

様な揶揄的表現も併せて示すことにする。1995
年には，相互貸借による資料利用と廃棄本持ち

帰りコーナーを見た青木正美（古書店主）が商業

誌『新潮 45』に図書館のことを「官営の「無料貸本

屋」」11と書き，賑わう町の図書館を見て，菊地敬

一（書店主）は「本の貸し出しもする町の無料休憩

所」12と選書ツールに書いた。その前年には，藤

脇邦夫（出版社営業）が「図書館は出版産業の敵

だ」13と直接的表現を用い，さらに 1984 年に遡る

と，立花隆（ジャーナリスト）が，図書館を「公営

[の]無料の大食堂」と例え，「市民の読書生活に

おいて，図書館が中心的役割を果たす[ことには]
大反対である」14と強く批判した。   

1970 年代まで遡ると，『市民の図書館』を範と

する図書館活動を傍観し，特に選書に対し，青木

春雄（出版社会長）が，1974 年に「マスプロ出版

物が独占し，図書館までもが限られた予算の中か

ら優先して購入した…大衆追随主義は結果的に

マイナス効果を生む」15と書き，西谷能雄（出版社

社長）も 1976 年に「地域住民の要求に無原則に

こたえていこうとすれば…きわめて画一的な安易

な品ぞろえで終始し…地域住民追随主義，迎合

主義以外の何ものでもない」16と苦言を呈している。 
 2000 年代と異なり，これらの強い批判が表面化

しなかった理由は，掲載誌が「図書館雑誌」では

なく，またネットによる流布もなかった。そして，市

民図書館活動が展開中だったからと推測される。 
Ｄ． 議論の中身 
多種多様な議論に，(1)二項対立，(2)反権力，

のような図書館への複雑な感情が認められる。 
(1) 二項対立例。高橋元理（書店主）は，図書館

が顧客であるか否かによって「大事なお得意先で

ある…が…同時に大きな脅威[である]」17と発言し，

重松清（作家）は，経済行動が伴うか否かで「図書

館で借りて，あなたの本を読む。一見，作家を喜

ばせる言葉のように思えても，こっちの本音は…」

18と述べた。作品を資料として見ると，読まれれば

嬉しい表現者として作家を見がちだが，作品には

商品，作家には専業作家という一面もあることを

認識することが大切である。 
(2)反権力例。佐々木繁が指摘したように，出版業

界関係者には，「お上によって作られた役所の一

種…図書館の“館“は食偏を取った”官”に通ずる」

19，を始めとした錯覚・偏見や警戒感，公務員や

役所への嫌悪を示すものが 2000年代まで見られ

たが，公務員については，2010 年代にはほぼ批

判が見られなくなった。 
Ｅ． 図書館側の対応方法 



商業誌に掲載された批判 7 例に対し，同一誌

で抗議を行ったのは，三田誠広 20に対する前田

章夫 21のみである。作家の発言は，社会的に注

目され影響度が高い 22ので，読者・聴衆に双方

の考えを伝える場が必要である。 
Ⅳ. まとめ 
 以上から次のようにまとめる。 

(1) 1960 年から現在まで，出版・報道関係者の

発言が活発な時期は 3 回認められる。(2) 時代と

共に発言内容の中心が遷移していくものもあれば，

どの時代も共通に見られる発言もある。(3) 2000
年代の批判と同様の強い表現を用いた批判内容

は1970年代から認められる。(4)双方の相互理解，

読者に判断を委ねる場が必要である。 
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